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Observation of vertebral artery damage using angioscopy in autopsy cases 
 
（血管内視鏡を用いた椎骨動脈損傷の検出） 
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【目的】椎骨動脈は内頸動脈とともに脳循環に関わる重要な動脈で
あり、頭頸部への外力による損傷により脳血栓塞栓症やくも膜下出
血の原因となるなど、法医学領域において椎骨動脈損傷の検索が必
要である。しかし、椎骨動脈はその走行のほとんどが骨に覆われて
おり、剖出操作により血管損傷のリスクを伴う。今回、我々は血管
内視鏡による非破壊的かつ簡便な検査方法の開発を目的とした。 
 
【方法】当教室剖検事例のうち頭頸部損傷事例および対照群として
非外傷事例について血管内視鏡により頸部椎骨動脈内膜の観察を
行った。また、単純 CT にて外傷性くも膜下出血が認められた事例
について、選択的頭部造影 CT 施行後内視鏡により損傷部の検索を
行った。 
 
【結果】血管内視鏡によって、内膜損傷部は内部に繊維状構造を伴
う亀裂部として観察された。75 例中 34 例に内膜損傷を認め、頸椎
骨折や椎間板損傷を伴う 28 例中では 61％にあたる 17 例で内膜損
傷を認めた。くも膜下出血事例については、造影 CT により脳底あ
るいは椎骨動脈からの造影剤漏出が疑われ、脳低動脈から逆行性に
内視鏡を挿入することで椎骨動脈の穿孔部を確認することが可能
であった。 
 
【考察】頭頸部損傷事例では椎骨動脈に内膜損傷を伴うことがあり、
特に頸椎骨折や椎間板損傷事例では積極的に椎骨動脈の検索を行
う必要がある。従来の方法では剖出に伴い血管を損傷する可能性が
あったが、血管内視鏡を用いることにより非破壊的に、また簡便に
内膜の観察を行うことが可能であった。また、くも膜下出血事例に
おいても凝血の付着により穿孔部の検索は困難であったが、造影
CT と内視鏡を併用することでより精度の高い検索が可能であった。 
 
【結論】血管内視鏡により、椎骨動脈の観察を比較的簡便に行うこ
とができ、頭頸部損傷における血管損傷の検索ツールとして有用で
あると考えられた。 
